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肢，さらに汎発性に激庫を伴う，小豆大より栂指頭 
大の緊張性水癌発生。さらに口腔，睦粘膜にび欄あ
り。ニコルスキー(一)，ヨードカリ反応(ー)。検査
所見:エオツノフィリー 39%，ワ氏反応(ー)，血清
蛋白 4.0g/dl，血沈中等度充進，組織に表皮下水抱
形成。
治療;抗生剤〈クロマイ，アグロマイ〉および副
皮ホノレモンで一応寛解を見たがる，さらに再燃了寛解 
を反覆している。経過中ヘパリン療法 (Ale:x;ander
1963)を行な'ったが無効。
本症は Lever (1951) が，天癌麿と~ューリング
抱疹状皮膚炎の中間型と報告して以来，比較的稀な
ものとされているが，本邦では橋本教授(1963)は 
24例を文献的に報告している比較的稀な症例であ
る。
討論
竹内教授:めずらしい症例である。
9. 薬疹について
竹内 勝
本年2月の感冒流行の際に色々な薬診が外来で沢 
山みられたので，その内から興味があるものを選ん
で簡単に説明したい。
症例 1.-..-12 (第I表の通り〉
aspirin疹は antipyrin疹に近似しているが，今日
第 1表 本年2月の感冒流行時に来院した薬疹患者の一部(千葉大・皮膚科〉
名|性| 既 往 歴年令| 皮膚反応 診 断
1.笠 O ♀ 18 6年前から風邪薬を飲むと悪心・心
惇充進・咽頭異和がある。最近は腰
痛もある。 
スルピリン皮下注
→直i乙ショック
ピリン・アナフィ
ラキシー
2. 飯 O 合， 7 3年前から右膝窟に色素沈着がある
のでその治療に来院した。時々赤く
なるととがあるという。問診で某ア
ンプル服用の事実を知った。 
某アンプル服用に
よる国定疹
3. 大 O ♀ 44 数月来クロロサイアザイド系の降圧
剤を服用中，露出部皮膚炎の状を呈 
した。 
光線過敏症(十) photo contact 
dermatitis 
4. 小 O ♀ 6 ロ囲・顎下・大腿内側の色素沈着の
治療に来院した。時々潮紅する事実
を知った。家庭医からスルピリン処 
方の事実が判明。
スルピリン布片試験
(ー)
1/ 内服試験
行わず 
ピリン疹
5. 宇 O ♀ 22 新婚旅行中セデスを 3錠続けて服 
用，翌朝から露出部に始り，次いで
全身の紅皮症出現，高熱，全身障害 
を伴う。平素時々グレラン，新グレ
ランをng用。 
+)グレラてタン{庄ミル内ン内注庄用内{((((ー掛社千注 フェノノ -ウィン
アミノピリン内用
フェナセチン内用
P'. K (一)
 
toxic systemic 
desquamative 
erythrodermia 
(アミノピリン~ )
フェナセチン? 
42 
ー
全身に散発した色素沈着の治療に来 
院した。時々潮紅する ζ とを知った
が，医師の処方を照会しこれを検査
した。一見すると定型的な pyrin
eruptionのように思われた症例
(1)布片試験 
(一)スルピリン
スルファジメト
キシン (ー) 
フェナセチン(一)
アミノピリン(ー) 
(2)掻破試験
スルピリン (朴)
スルファヅメト
キシン (俳)
sulfamin 
eruption 
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(3)内用試験
アミノピリン(ー)
スルファジメト
キシン (朴)
スルピリン (土)?
クロラムフェニ
コ~)レ (-) 
(4)移行試験 (-) 
7.石 。♀ 24 前日風邪薬をのんだら間もなく腕・
足Iζ3コの紅斑を発生した。既往t乙
ルルとグレランで同様な一過性発疹
を生じたととがあるという。
アミノピリン布片
試験
スルピリン 1/ 
〈再診せず〉 
アミノピリン疹
8. 巣 O ♀ 31 肺結核で治療中， どんな注射をして 
も局所に潮紅・丘疹・色素沈着がお 
とるという。気管支鏡実施に当りモ
ルヒネ・アトロピン・キシロカイン
-ラボナー Jレ注射をしても良いかと
相談iと来院。 
(1)布片試験各種(ー) 
(2)皮内注
ノボ、カイン (-) 
アトロピン (叫)
atropin eruption 
(他国子は未検査〉
9. 粟00 ♀ 49 5児の母である。尊麻疹が出来易い。 
昨年春から毎月経が終ると右眉毛， 
右耳前，右第 1祉，右腎部などに限
局性の有痛性の紅斑.を生ずる。平素
は淡褐色の色素沈着である。月経時
lζ服薬したことはない。平素アリナ
ミンを常用，時々グレランを用いる。 
(1)布片試験
(2)内用試験
アリナミン (ー) 
クやレラン (ー) 
不詳
eruption 
2.不詳の薬疹?
恐らく後者 
であろう。
10.勝。 ♀ 23 リウマチ症で入院1月，退院後 5日
自に顔面，下肢，啓部，下腹部などに 
丘疹が多発し erythemq_multifor-
me状を呈す 
1.移行試験 (一) 
2. photopatch test 
(ー ) 
3.内服試験
スルファチァ
ゾー Jレ (ー)
スルピリン (ー)
ウインタミン(ー)
トランコパ~)レ(掛)
ベラゴン (ー) 
trancopal 
eruption 
11.渡 。合 26 既往κ3"，4回粘膜移行部氏始り全
身性の潮紅・結痴・小膿癌を来すb
薬は用いたととがないと主張，仁丹・ 
征露丸を常用 
ニコルスキ{ (十)
組織
subepidぽ mal
bulla+hemorrhage 恐らく不詳の薬疹 
12.渡 O ♀ 12 昨春から疲れると足・背・瞥部・背
部の色素沈着が潮紅するという。
新グレランを服用する乙とを知っ
Tこ。
内用試験 
フェナセチン (-) 
ピラビター Jレ (出)
peryurpatb1iotnal 
アミノピリンと 
パルピタールの
分子化合物
， 
最も広く用いられる解熱剤であり，またこれらが配 ければならない。ここにその一節を掲げる(第2表〉。
合された市販薬は無数に近い位多いことに留意しな
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第 2表 市原解熱・鎮痛剤の内容
商 品 名
要主
配 A、ロ 薬 
1) AMINOPYRIN系 
1. aminon 
2. amipyro 
3. amylgin 
4. neo・antitamin 
5. irgapyrin 
6. osadrin 
7. ircodin 
8. grelan 
9. colgen-S 
10. salso-grelan 
11. sedes 
12. allonal 
13. cibalgin 
14. dolmalgin 
15. trigemin 
16. sedalon 
17. veramon 
18. sedonamon 
19. sovolin 
20. dan 
21. precol 
22. neo-multin 
23. lulu 
aminopyrin，pyrabital 
ammopynn，ammopropyron 
aminopyrin，carbamic acid ethylester 
isopropylantipyrin，aminopyrin，phenacetin，caffein 
aminopyrin，butazolidin 
1-4-di pheny 1 3-5-dixopyrazoridin 
aminopyrin，p-amino benzoic acid 
aminopyrin，butazolydin 
pyrabital，aminopyrin，urethane， 
pyrabital，aminopyrin，phenacetin，ca妊ein，etc. 
pyrabital，Na-salicylate，Ca-salicylate，Na-bromid 
pyrabital，aminopyrin，phenacetin.，ca旺ein 
aminopyrin 2 mol，barbital 1 mol， 
do. 
do. 
do. 
do. 
do. 
do. 
pyrabital，sulpyrin 
anergen T，phenacetin，aminopyrin，caffein 
pyrabital，phenacetin，caffein 
pyrethia，aminopyrin，phenacetin，ca妊ein 
aminopyrin，phenacetin，allergin，ca任ein 
II) SULPYRIN系 
1. sulpyrin isopropylantipyrin，sulpyrin，phenacetin，caffein 
2. salgin S salgin，sulpyrin 
3. benza sulpyrin，phenacetin，ca妊ein 
4. bonpyrin sulpyrin 
主要な症状は	 (5) 負荷試験，移行試験が多くは陽性。 
(1) 皮疹は多形性(潮紅一水抱一丘疹一出血斑ー 薬疹の全般については既に本会でのべたので， 
-urticaria--. angioneurotie edema一一 本日はピリン疹について解説し，商品名の含有 
erythema exsudativum multiforme--ery- 薬物を知らないで、患者に指示を与えてはならな 
thema nodosum --exfoliative dermatitis いことを説いた。
一一etc.) 討論 
(2) 当初は鮮紅色で浮腫を帯びているが，次第に 西原:クロールプロマジンは接触性皮膚炎を起す
暗紫色になり鱗屑を来たす。 か? 
(3) 固定疹が多い。	 竹内教授:しばしば経験している。
(引	 vasomotoricrhinitis，唾液分泌過剰， 下痢 石田:コントミン内服で中毒疹を経験している。
などがあり， aspirin投与による発熱もある。
